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Ⅰ．研究の背景と目的

　中央教育審議会（2006）による「今後の教員養成・免
許制度の在り方について（答申）」以降，「学び続ける教
員」の養成が強く求められている。具体的施策の 1つと
して，教員免許取得に必修の教職に関する科目「教職実
践演習」が新設された。この科目は，他の授業や教職課
程外での様々な活動を通じて，学生が身に付けた資質・
能力が，教員として最小限必要な資質・能力として有機
的に統合され，形成されたかについて確認するものであ
り，全学年を通じた「学びの軌跡の集大成」として位置
付けられている。
　鳴門教育大学学校教育学部においても，2013 年度か
ら「教職実践演習」を開講し，2010 年度に先行導入し

た「学修キャリアノート」を併用して，学び続ける教員
を養成しようとしてきた。「学修キャリアノート」は，
学生自身が自己の学修履歴を記録する学びのポートフォ
リオ教材であり，後述の資質・能力が身についたかを自
己省察することを意図した構成となっている。
　同大学同学部では，教員として必要な基礎的な資質や
能力を養うとともに，広い視野に立って教育活動を行い，
地域の教育課題に応え，教育の改善に役立つことのでき
る教員の養成を行うことを目標に掲げている。修学成果
の評価と認定に係る基準として，学士課程における学位
授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を定め，その中で，
以下⑴～⑸の資質・能力を明記している。

抄録：鳴門教育大学学校教育学部では，学生自身で自己の学修履歴を記録・省察する学びのポート
フォリオ教材「学修キャリアノート」を導入している。本研究では，「学修キャリアノート」の今後
の在り方を検討するための基礎資料を得ることを目的に，理科専修の学部学生を対象に，同ノートの
利用状況についてアンケート調査を試行した。結果として，被検学生の多くは，「学修キャリアノート」
を記録および見返す頻度が年 1回以下で，このノートの必要性や有用性を実感していないことが明ら
かとなった。また，4年次生は 2年次生に比べて，同ノートに対しより否定的である傾向が見られた。
今回の調査結果から，「学修キャリアノート」本来の目的と学生の利用実態の間には，大きな隔たり
がある可能性が示唆された。今後は，「学修キャリアノート」を学生にとってより使いやすく実効性
のある教材へと改善していくことが必要である。

キーワード：学修キャリアノート，学びのポートフォリオ，自己省察，教員養成

Abstract：The Faculty of Education, Naruto University of Education has introduced a portfolio for learning, 
“Gakushu-career-note”, for undergraduates to record and reflect their learning careers. In this study, we 
conducted a questionnaire survey on the actual usage of the portfolio among undergraduates majoring science to 
obtain basic information for further improvement of the material. As a result, we found that many of the students 
record and review the portfolio once a year or less, and they do not recognize its necessity and usefulness. In 
addition, the 4th-grade students tend to be more negative in using the portfolio compared to the 2nd-grade ones. 
The results of this survey suggest that there may be a large gap between the original purpose of the portfolio and 
the actual usage among students. In the future, it is necessary to improve the present “Gakushu-career-note” to 
be easier and more effective for students.
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⑴　教育者としての人間性

　使命感・倫理観・教育的愛情・探究心・教養からなる，
教職の基盤となる人間性を有している。
⑵　協働力

　対人関係能力・協調性・社会性を有し，教員としての
職務を自覚し，多様な価値観が競合する社会集団の中で，
リーダーシップを発揮しながら良好な人間関係を築くた
めのコミュニケーションを遂行できる。
⑶　子ども支援力・指導力

　公正な判断力と態度を基盤にした個人指導力・集団指
導力を有し，子どもの実態を把握した円滑な支援・指導
ができる。
⑷　保育・授業実践力

　深遠な学問的知識や探究方法の理解に基づき，教科・
領域内容の理解力と，保育・授業の構想・展開・評価の
能力を有し，適切な学習計画・指導・評価を実践できる。
⑸　省察力

　変化する社会状況の中で，自己の教育実践を絶えず反
省・評価し，改善していくことができる。

　上記の資質・能力を学生に自己省察させる「学修キャ
リアノート」の教育効果については，同大学の教育・研
究評価結果報告書（鳴門教育大学教育・研究評価室，
2015）において，以下のように総合的に評価されてきた。

観点　養成しようとする人材像に応じた効果的な教育
内容・方法の工夫
（観点に係る状況）【教員として必要とされる 5つの資
質・能力】を観点として，1年次から 4年次までの科目
履修，教育実習，課外活動を記述した「学修キャリアノー
ト」を通して，学生自らが教員としての資質・能力を評
価し，補完・向上させる科目となっている。
（水準）期待される水準にある
（判断理由）（前略）「学修キャリアノート」は，自らの
学習成果を振り返るポートフォリオとしての役割は大き
い。
観点　単位の実質化と評価方法の工夫
（観点に係る状況）教職実践演習では学修キャリアノー
トに授業省察記録を記入させ，気づき，成果，課題等を
見いだすよう試みている。教員は定期的にそれをチェッ
クし，学生の理解と指導を行っている。
（水準）期待される水準に照らして，十分には応えられ
ていない
（判断理由）（前略）教職実践演習では，学修キャリアノー
トを利用し，課題を見出し，改善につなげる工夫がなさ
れていることは評価できる。

　一方，学生がどのような意識で，どれぐらいの頻度で

「学修キャリアノート」を記録して自己省察に活用して
いるのか，さらにその有用性をどう感じているのかを具
体的に調査した事例は，著者が調べた範囲では確認でき
ていない。記録および省察の中身は，学生によって個人
差があり，また，大学教員の指導・助言も点検する各コー
ス・教員によって，大きく異なることが予想される。
　本研究では，「学修キャリアノート」の今後の在り方
を検討するための基礎資料を得ることを目的として，同
大学同学部理科教育コース学生を対象に，同ノートの利
用状況に関するアンケート調査を試行した。以下では，
調査結果の概要や学生からの意見等を報告しながら，「学
修キャリアノート」の今後の方向性を考えるための情報
を提供する。

Ⅱ．学修キャリアノートの概要

　「学修キャリアノート」では，教師として身につけて
おくべき資質・能力（＝教師力）として，図 1に示すよ
うに，⑴教育者としての人間性，⑵協働力，⑶子ども支
援力・指導力，⑷保育・授業実践力，⑸省察力の全 5領
域計 16 項目を設定し，その評価基準を明記している。
同ノートには，授業省察記録欄，教員としての資質・能

図１　「学修キャリアノート」記載の教師として身につけて

おくべき資質・能力とその内容（鳴門教育大学，2020）
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力の形成に関する自己省察，ボランティア状況等につい
ての記録用紙が綴じられている。学生は授業省察記録お
よびボランティア状況について年 2回（前期分は夏休み，
後期分は春休み），資質・能力の形成に関する自己省察
を年 1～ 2 回，それぞれ記録することが求められる。1
年次前期～ 2年次前期分は各コースのクラス担当教員
に，2年次後期分～ 3年次後期分は卒業研究指導教員に，
4年次前後期分は教職実践演習担当教員にそれぞれ提出
して点検を受けることとなっている。同ノートは「教職
実践演習」に加えて，「主免教育実習事前事後指導」でも，
学修記録や自己省察の材料として利用されている。

Ⅲ．調査方法

　2017 年度から 2020 年度にかけて，鳴門教育大学学校
教育学部理科教育コース 2，4 年次生を対象に，「学修
キャリアノート」の利用状況や有用感等を問う無記名の
質問紙調査を以下の要領で実施した。当調査は，同コー
ス学生の必修科目「中等理科教育論 I」（ 2年次生対象）
および「教職実践演習」（ 4年次生対象）の各授業の中
で実施し，4年間で 2年次生計 35 名，4 年次生計 42 名
から回答を得た。
　質問紙には，「学修キャリアノート」を記録・省察す
る頻度，同ノートに関する必要性や有用感，学生からの
具体的意見等を調査する目的から，以下の質問を設定し
た。
　記録頻度に関して，『どれぐらいの頻度で「学修キャ
リアノート」を記入しましたか？』に対して，「各授業
後に毎回」，「前後期の学期末ごと」，「年度末（3月）に
まとめて」，「ほとんど記入しない」の選択肢から 1つを
選んで回答する質問を設定した。
　省察頻度に関して，『どれぐらいの頻度で「学修キャ
リアノート」を見返すことがありましたか？』に対して，
「ほぼ毎月以上」，「年 5～ 10 回程度」，「年 2～ 4回程度」，
「年 1回程度」，「全くない」から 1つを選ぶ質問を設定
した。
　必要性に関して，『「学修キャリアノート」は，教職に
就くために必要かつ有用な知識や技能を身につけ，教師
として必要な資質・能力を養う上で必要だと思います
か？』に対して，「とてもそう思う」，「どちらかと言え
ばそう思う」，「どちらかと言えばそう思わない」，「全く
そう思わない」から 1つを選ぶ質問を設定した。
　有用感に関して，『「学修キャリアノート」に設定され
ている 1）授業省察，2）教員としての資質・能力チェッ
クリスト，3）担当教員のコメントや助言の各記入欄が，
自己省察においてどれぐらい役に立ちますか？』に対し
て，それぞれ「とても役に立つ」，「どちらかと言えば役
に立つ」，「どちらかと言えば役に立たない」，「全く役に

立たない」から 1つを選ぶ質問を設けた。
　最後に，『「学修キャリアノート」の今後の在り方（改
善すべき点，より効果的な利用法など）について自由に
書いてください』の自由記述式の質問を設定した。全員
が回答を終えるまでに要した時間は5～10分程度であっ
た。

Ⅳ．調査結果

　上述のアンケート調査結果の概要を図 2～ 5 に示す。
なお，無回答，複数選択，判読不明な記述などは無効と
して集計に含めていないため，質問項目によって有効回
答数が若干異なっている。以下では，各質問への回答状
況を概観しながら，被検学生の「学修キャリアノート」
の利用実態について整理する。

１．学生の記録頻度

　図 2は学生が「学修キャリアノート」を記録する頻度
の状況を示している。 2，4 年次生で全体的傾向は類似
しており，両学年とも「前後期の学期末ごと」，「年度末
にまとめて」，「ほとんど記入しない」がそれぞれ 3割前
後を占め，「各授業後に毎回」記録する学生はいなかった。
「年度末にまとめて」と「ほとんど記入しない」を合わ
せて，記入頻度が年 1回以下の学生は，各学年ともに 7
割近くに達している。学生は少なくとも前・後期末の年
2回記入し，担当教員の点検を受けることになっている。
しかし，被検学生の約 7割は，各年 1回以下の記入頻度
に留まっている実態が明らかとなった。

２．学生の省察頻度

　図 3は，学生が「学修キャリアノート」を見返す頻度
の状況を示している。記録頻度と同様に，全体的傾向は
2，4 年次生で類似している。両学年共通して，見返す
ことが「全くない」と回答した学生が約 7割と圧倒的に
多く，「年 1回程度」の学生が 2割前後と続いている。「全

図２　学生が学修キャリアノートを記録する頻度

（数値は『どれぐらいの頻度で「学修キャリアノート」を記入しま
したか？』に対する各選択肢の回答人数）
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くない」と「年 1回程度」を合わせた見返す頻度が年 1
回以下の学生は，両学年ともに約 9割に達している。一
方，「ほぼ毎月以上」見返している学生はおらず，年間
複数回見返す学生は，両学年ともに全体の約 1割に留
まっている。記録頻度が年 1回以下の学生が約 7割であ
る一方，見返す頻度が年 1回以下の学生は 9割とより多
いことから，書いても振り返っていない学生が多いと予
想される。

３．学生にとっての「学修キャリアノート」の必要性

　図 4は，教員としての資質・能力形成における学修キャ
リアノートの必要性についての学生の回答状況を示して
いる。2年次生では，『「学修キャリアノート」は，（中略）
教師として必要な資質・能力を養う上で必要だと思いま
すか？』に対し，「どちらかと言えばそう思わない」，「全
くそう思わない」を合わせた否定的回答の割合が約 7割
に達し，「とてもそう思う」と「どちらかと言えばそう
思う」を合わせた肯定的回答割合を大きく上回った。4
年次生では，否定的回答の割合が 8割を超え，2年次生
と比べて，「学修キャリアノート」の必要性を感じてい
ない学生の割合がより多いことが明らかとなった。

４．各設定項目に対する有用感

　図 5は，「学修キャリアノート」の主な設定項目に対
する学生の有用感の概況を示している。 1）授業省察，
2）教員としての資質・能力チェックリストに対して，
2年次生では，「どちらかと言えば役に立たない」，「全
く役に立たない」を合わせた否定的回答が半数を超える
が，「とても役に立つ」，「どちらかと言えば役に立つ」
を合わせた肯定的回答も半数近く，両者の割合はほぼ拮
抗している。一方，4年次生は， 1） 2）の両項目とも
に，否定的回答の割合が 8割前後に達しており，2年次
生よりも有用性を実感していないと言える。一方， 3）
担当教員のコメントや助言に対して，2年次生では，約
6割が肯定的に回答し，否定的回答を上回っている。し
かし，4年次生では，否定的回答の割合が 2年次生に比

べて多く，肯定的，否定的各回答が同数である。以上の
結果から，4年次生は 2年次生に比べて，教員のフィー
ドバックを含め，学修キャリアノートの内容に有用感を
感じていないと言える。

５．学生からの意見・提案等

　『「学修キャリアノート」の今後の在り方（改善すべき
点，より効果的な利用法など）について自由に書いてく
ださい』の自由記述式の質問に対する学生の回答（原文）
を表 1に示す。本稿では，学生のありのままの意見を予

図３　学生が学修キャリアノートを見返す頻度

（数値は『どれぐらいの頻度で「学修キャリアノート」を見返しま
したか？』に対する各選択肢の回答人数）

図５　学生の「学修キャリアノート」各項目に対する有用感

（数値は『「学修キャリアノート」１）～３）の各項目は，あなたの自
己省察にどれぐらい役に立ちますか？』に対する各選択肢の回答人数）

図４　教員としての資質 ･能力形成における学修キャリ

アノートの必要性

（数値は『「学修キャリアノート」は，教職に就くために必要かつ
有用な知識や技能を身につけ，教師として必要な資質・能力を養
う上で必要だと思いますか？』に対する各選択肢の回答人数）
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断なく読者に提供する目的から，記述内容に対する詳細
な分析や解釈は差し控え，全体的な傾向だけを以下に述
べる。個々の学生の回答は多様だが，「学修キャリアノー
ト」の意義を見出しにくいこと，記録項目の多さ，記録
形態（手書き）の煩雑さ，運用面での使いにくさに関す
る指摘，教育効果を疑問視する意見などが多い。また，
それらの問題点を主な理由に，廃止や改善を求める提案・
要望が多い。特に，4年次生は4年間の使用経験を踏まえ，
問題点や改善に向けての意見・提案を，2年次生よりも
具体的に示している。

Ⅴ．まとめと今後の課題・展望

　本研究では，「学修キャリアノート」の今後の在り方
を検討するための基礎資料を得ることを目的として，学
生の同ノートの利用状況に関するアンケート調査を試行
した。結果として，被検学生の多くは，同ノートを記録
および見返す頻度が各年 1回以下であり，授業省察，教
員としての資質・能力チェックリスト，担当教員のコメ
ント・助言に対して有用感を感じず，「学修キャリアノー
ト」の必要性を実感していないという実態が明らかと
なった。また，4年次生は 2年次生に比べて，現行の「学
修キャリアノート」に対してより否定的であり，大学で
の学修を通して「学修キャリアノート」が抱える諸課題
をより強く実感しているという傾向が示唆された。一方，

同ノート内には，本来の目的として，『この「学修キャ
リアノート」をとおした取り組みは，自己の学修の成果
や課題を確認する手助けになります。そして教職に就く
ために必要かつ有用な知識や技能を身に付けるのに役立
ちます。自己を省察し，学びを深めるために，「学修キャ
リアノート」を活用しましょう。』と明記されている。
今回の調査結果から，本来の目的と学生の利用実態の間
には，大きなギャップがある可能性が示唆された。本研
究によって，「学修キャリアノート」の今後の在り方を
検討する上で重要な情報が得られたと言える。
　今後は，他の学年・コースにも対象を拡げ，学生の「学
修キャリアノート」の利用実態を，より幅広くかつ詳細
に調査することが求められる。調査結果を根拠として，
学習者の目線から「学修キャリアノート」の内容や運用
を見直し，より実効性のある「学修キャリアノート」の
在り方を模索していくことが必要である。学生が真に自
らの学びを省察し学び続ける教師となれるように，現行
ノートの修正や廃止，新教材の開発などを含めた幅広い
選択肢を予断なく検討することも重要である。
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表１　「学修キャリアノート」に対する学生の意見・提案等

2 年次生 4年次生

●必要ない。
●なくした方がいいと思う。
●担当教員のコメントや助言また面談は，自分に
とってとても意味のあるものです。

●電子媒体を用いることができる様式にする。
●もっと具体的な活用方法を示してほしい。学科ご
とにキャリアノートの取組の差が大きいように感
じる。

●最終の授業の時に，キャリアノート記入時間を作
ればもっと活用する人が増えるのではないかと思
う。

●教務側で提出締切日に関する認識の統一ができて
いなかったために，後期の始まるときに非常に困
りました。半期ごとに学科への提出義務があると
いう情報が問い合わせても入ってこなかった。

● NICESと何かわからない。意義がわからない。
堅いイメージがあるからラフに使えるシステムの
方が嬉しい（メール送信システム）。教授に提出
するのが大変。

●キャリアノートを書いても見直したところで同じ
講義をもう一度受けられるわけではないので，書
いても意味がないと思う。単位を取得した時点で，
その授業を理解できているということになるの
で，それをわざわざ文字に起こして見直し，他者
に見せ指導・助言を受けるのはあまりにも無駄な
作業であり時間だと思う。総じてキャリアノート
は書く意味を見出せない。なくすべきだ。

●「学修キャリアノート」が続くなら，必要な回の
授業の後 5～ 10 分を利用し，教員が当日の（授業）
内容に基づいた内容でデザインしたノートを授業
の一部として記入した方が印象深く，負担になら
ないと思う。毎回の記入は教員として大変かもし
れないのでシラバスを参考にして大事な学習を
ピックアップして，その数回だけ記入してもよい。

●パソコンで記入できるようになると嬉しい
●使っている人などほとんどいないと思うのでなくせばいいと思う。
●授業名をあらかじめ記入しておいてほしいということはあった。
●なくした方が良い。
● 4年間ちゃんと書きましたが，よくわからなかったです。
●ネットワーク上で処理できるようにしてほしい。
●電子媒体を使えないので，とっても良い手の運動をすることができました。
●教師にならない人にまったく意味がない。書く内容が固定されすぎていて，自由度が皆無。
● 3年次と 4年次の振り返りは，（主免・副免）実習の振り返りと重複する部分があったりする。
●学修キャリアノートの目的や意味を考え直していく必要があります。廃止してもいいかと思い
ます。
●授業ごとの記入と単位の授与を絡めることでキャリアノートの利用頻度や活用の度合いも変
わってくると思います。
●キャリアノートの学年の振り返り欄は項目が多すぎてちがいがわからないものがあった。
●受けた授業のシラバスのコピーを挟むところがあるといいと思う。
●各授業の時にアンケートと一緒に教員側からルーズリーフ等で配布しコメントをもらって最後
にファイルに閉じるというようなやり方がいいと思う。授業をしてくれた先生に考え方を知っ
てもらわないと意味がないと思います。
●評価のポイントが示されているという点では良いかもしれないが，ただ作業として記入してい
ただけだった。実習後に同じような振り返りをしたのでキャリアノートを記入する必要はない
のではないかと思う。
● NICESをするならキャリアノートは必要ないと思う。
●各講義の振り返りは確かに重要だったが，内容を書けばいいのか，学んだことを書けばいいの
か不明瞭だった。また学んだことは講義によっては書き表しにくいものもあり，どうかなと思う。
何より最後の部分は絶対にいらないし，日常から得たものを書くにしても多すぎる。ただ長い
文を書かせるだけの無駄な作業を求められている気がする。実習録と重複する内容を書かなく
てもいいのではないだろうか。
●教員の確認において，コメント欄が一か所にまとめられているため，面倒な教員はろくに内容
も確認せずに記入することになります。また，一人の教員にしか確認させないことも相まり，ノー
トの記入事項が学生の自己完結で終わってしまうフシがあると思いました。ノートをより有効
活用する上で，教師コメント記入欄の分散および複数教員によるチェック体制があると良いな
と思いました。
●強制的に以前の授業を思い出させる作業をさせられるので，多少は役に立つと思う。
●廃止してもよいと思う。現状のままでは何も意味がない。
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